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田 辺市 に おけ る第三 セ ク ター を活用 した

地域高度情報化の 推進

  テ レ ・ ム わ かや ま シ ス テ ム 醗 部長 梅原　孝夫

1　 設立 へ の 経過

　昭和58年、きた るべ く高度情報化社会に む け て

い か に 取 り組む べ ぎか と郵政省が テ レ ト ピ ア 構想

を 発表 され る と地 方で の 高度情報化社会へ の 取組

み を 問 う こ の 構想は ま さ に 当地 域で 必要 で ある と

痛感 し、地域 の 官民 を あげ て 、地 域指 定に む けて

強力な運動 と計画策定 の 必 要性 の 認識に つ い て 大

ぎ く動 ぎだ した 。

　策定され た基本計画 で は 、観光 ・地場産品、先

進農業の 2 つ の タ イ プ に つ い て とりまとめ 、昭和

60年 3 月第
一

次 テ レ ト ピ ア 地域指定を うけ る こ と

が で きた 。 こ の うち まず地域内合意 の とれた 、観

光 ・地場 産品情報 シ ス テ ム の 運用を 行 うた め の テ

レ ト ピ ア 法人設立 に むけて 実行計画 の 策定 へ とス

テ ッ
プを進 め た 。

　テ レ ト ピ ア 基本計画 ・実行計画が主 と し て 、官

の X タ ッ
フ に よ り作成 され た と こ ろ で あ る が、い

よ い よ第三 セ ク タ ーの 設立 の た め 民間 の 参加 を え

て 推進委 員会を設立 し審議を進め る 中 で 各委員か

ら特 に 事業 内容に つ い て 、基本 計 画 に くら べ よ り

広範囲 な 事業を要望され る こ と に な っ た 。

　す なわ ち 、当初予定の ビ デ オ テ
ヅ

ク ス 事業の 外

に 、情報処 理事業、高度情報化 へ の た め の 教育普

及事業 の 2 つ を主 要業務 と し て 追加す る こ とで あ

っ た 。
こ れ は 、当地 域が 高度情報化社会へ の 取組

み を 始 め て す で に 4年を経 過 し、何 が地域 に と っ

て必 要なの か を認識 し始め て い た とい える し、 こ

の こ とが 設立 後 の 第三 セ ク タ
ー運営 に 強力なイ ン

パ ク トを与える こ とに な る。

　 加えて 当時労働省 ・雇用促進事業 団の 地域職業

訓練 セ ン タ ーを情報 処理 教育 の 場 として 誘致す る

計画が進め られ、情報化 へ の 人材育成に つ い て の

ハ ー ドの 整備 も並行 し て 進 め られ る こ と に な っ

た 。

　 田辺地域 の 高度情報 化施策を 図 1に掲げ る 。

　 こ の 推進委員会 の 最終報 告を受け て 、設立 発起

人会 の 開催 と、資本金 の 募集、基盤技術研究促進

セ ン タ
ー

へ の 出資申請業務を進め 、昭和 61年12月、

TeLecommunication ＆ CoMputer の 意味付け

を も っ た 、「  テ レ コ ム わ か や ま 」 の 設立 が 行わ

れ た 。

　設 立時 の 資本金 は 1 億 65  万 円で あ っ た が 、そ

の 後基盤技術研究 促進 セ ソ タ ー
の 出資及び第三 者

増資に よ り現在は 表 1の とお りとな っ て い る 。

　社長に は 、地 元 経 済界か ら の 就任 を お 願 い し て

民間的手法 に よ る経 営を進 め 、取締役に は 県副知

事 ・地元市町長は じめ 地 元 有力企 業 の 経営者が 就

任 し運営 に 強 力な 支援 を 行 っ て い る 。

　設立 後の 第 1 期は
、 基盤 技術研究促進 セ ソ タ ー
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都市情報 シ ス テ ム 貢献賞受賞記念 ・特別 発表　　田辺 市 に お け る第三 セ ク タ
ー

を活用 した 地域高度情報化の 推進

　 表 1

田辺市

和歌山県

白浜町

上富田町

中辺路町

大塔村

日置川町

  テ レコ ム わ か や ま　出資者

1200　 南部町　　　10f｝　観光関連

1GOO　 南部川村　　100　地場産品関連

50〔｝　 龍神村　　　1〔｝〔｝　情報関連

100　 御坊市　　　100　v ス コ i

lDO　 印南町　　　100　金融

1〔）O　 川辺町　　　100　運輸

100　 すさみ町　　100　その他

単位万 円

　 24社

23社

8社

3社

3社

6社

15社名

310013001650700500700900

基盤技術研究促進セ ン タ
ー
　
「
」SOロ

　 　 官　小計　9600　52％　　　　　　　　 民間　小計　S850　48％

　 　 　 　 　 　 　 　合 　計 961S45D

出資対象の 試験研究業務 と、営業に 対す る諸 準備

を進め 、第 2期に は い り試験研究業務 の 継続 及び

具体的営業活動に 入 っ た 。

　  テ レ コ ム わ か や ま の 総事業額 （売上 額）等は 、

次 の よ うに 進展 し て い る 。

第2期S6210−S63．9　 第3期S63．1 一Hl．9　　第4期H1．10　HL、9

ビデォ
「
rt．tP ス事業　　350万 円　3．8％

情報処理事業　8，2SO万 円 91，U％

教育普及事業　　460万円　5，0％

売 上 計 9，060万円

　 ア60fiN　6．4％　　　833万円 L2．6％

101020万円 S4．8％　　5，022万円 76．4％

1，030万円　8．7％　　　833万円 12，6％

11，810万円　　　　　　6，572万円

損　　　　益 一3，76e万円

累 積 損 失 ・7，760万 円

　 　 　 　 第5期H2．10−H3．9

ビデオテ
ッ ）
’
　r・事業　Ll89，Ji円　9．0％

情報処理事業 IL187 万円 S5．3％

教育普及事業　　735万円　5，6％

売 上 計 13，ll4万円

一2，170万円

一9，93e万円

第6期H3．10　H4．9

3，fi88万円 24．5％

10、522万円 70．0％

　 804万円　5．3％

15、Ol5万円

一1．043万円

一11，079万H

第7期H4．10−H5．9

L994万円 16、0％

9，548万円 77，0％

　 954万円　6，8％

12，39S万円

損　　 　 益　 445万 円

累 積 損 失 　一10，598万円

・Lll万円

．10、70“万円

ll　主な業務分野 に お け る活動状況

432万円

4旺37巧円

　第 7期 に お ける 、活動 状況に つ い て 主 な業務毎

に と りま とめ る と次の とお りで あ る 。

　  　 ビデ オ テ ッ ク ス事 業

　売上高は 、約 1， 994万 円で あ る 。
テ レ ト ピ ア の

第 1次指定地 の 多 くが ビ デ オ テ
ッ

ク ス で 、地域内

に 端末機器 を設置 し情報循環を 目指 して い た の に

対 して、当地域 の 計画 は 、地域発全 国行き一．一一情

報発進機能を 求め た と こ ろが異な っ て い た。

　画面数は 約3，000画 面 、利 用 の IP （情報提供

者）は 75社 で ある 。 和歌 山県提供 の 県全体の 観光

案内、温 泉で 有名な 白浜 町等で 提供 の 白浜温 泉観

光案内の 外、白浜町 内 の 旅館
・
観光施 設

・
土産物

店 、地域産品関係及 び釣 関係 の IP が主体とな っ

て い る。全国 に さ きが けて 「郵便貯金キ ャ プ テ ソ

振替 シ ス テ ム 」 の 機能を持 つ 「物産 品販売 シ ス テ

ム 」 や、 リア ル 情報 シ ス テ ム と し て の 旅館空満情

報 シ ス テ ム 等、情報処理 系 シ ス テ ム を重点 に シ ス

テ ム 開発を 行 っ た 。

　 しか し、 こ の ビ デ オ テ ッ ク ス は 全国的 に 端末機

が当初予定 され て い た程 普及せ ず本来 の 効果を発

揮で ぎな い 状態で 、全国 に 設立 された ビデ オ テ ッ

ク ス 運用 各社共 どもこ の 事業 の 運用に 苦労 し て い

る 状況 で あ る 。

　 た だ、当社 で は 、旅館空満情報 シ ス テ ム か ら発

展 さ せ 地 域 内活用 と し て 市町 村 向け に 開発 し た

「テ ニ ス コ ー ト ・体育館等 の 空 ぎ案 内 ・予約抽選

シ ス テ ム
ー一

社会施設利 用支援 シ ス テ ム 」 （図 2

参照）が地域情報化 の 適用第
一
業務 として 多 くの

自治体の 関心 を呼 び 、展示 会等を通 じて PR に 努

め た 結果 現在 3 市に お い て 採用 され て い る 。

　利用形 態は 、 ソ フ ト販 売方式 ・キ ャ プ テ ン ネ ッ

ト ワ
ーク の 全 国均

一
料金 を活用 し た 運用委託方式

の 両 面が あ り、単 に ビ デ オ テ
ッ

ク ス シ ス テ ム の み

で は な く、電話 の 音声 に よ る リ ア ル な空満情報 の

提供 シ ス テ ム を追加 さ せ 、 メ デ ィ ア ミ
ッ

ク ス に 対

応 させ る等さ ら に 開発を 続けて い る状況で 、現在

も い くつ か の 商談が進行 中で ある。

　 こ の 他地域 の 卸
・小売 業界む け の 「キ ャ プ テ ソ

受発注 VAN シ ス テ ム 」、農協 むけ の 「オ フ トー

ク キ ャ プ テ ン シ ス テ ム 」 等、多方 面に わ た る サ ー

ビ ス メ ニ ュー
を用 意 し、各業界 に 提案 し積極的な

事業展開を行 っ て い る 。

　   　情報処理事業
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図 2　 シ ス テ ム 概略図

シ　ス　テ 　ム 概 略 図

株 式 会社 テレコa 均 tttうま
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都市 情報
・
； x テ ム 貢 献賞受賞記念 ・特別 発表　

．一
田 辺 市 に お け る第三 セ ク タ ーを 活 用 した地 域高度情報化の 推進

　第 7期の 売上 高 9， 548万 円で 、売上 高全体 の 77

％を 占め 、現時点に お け る事業全体 の 中心的存在

とな っ て い る 。 売上 の 主体は コ ン ピ ュ
ータ （オ フ

コ ン ・パ ソ コ ン ） ・ワ ープ ロ ・フ
ァ

ク シ ミ リな ど

の 情報処理機器の ハ ー ド ウ ェ ア販売、 ソ フ ト ウ ェ

ア の 開発受注 ・販売及び情報処理業務受託等 の 分

野で あ り、他社 との 厳 し い 競争の なか で 、社 の 立

場を充分生か した積極的 な営業活動 を展開 して い

る 。 受注 して い る業務分野は、医療業務 ・市町村

業務 ・一般企業経理 業務 ・
給与業務 ・在庫管理 業

務 ・顧客管理 業務等、幅広 い 業務 に わた っ て い る

状況で あ り、今後も社全 体売上 高に お い てか な り

高 い ウ エ イ トを 占め る とみ られ 、 それ だ け地域社

会 の 要望 も高 い もの がある とい う こ とは 、 設立時

の ね ら い が十 分的を得て い た と い え る 。

　さ ら に 、 平成 6年度か らは 、 田辺 市か ら の コ ン

ピ ュ

ー
タ シ ス テ ム の 運用 を受託す る ほ か 、今後 シ

ス テ ム 開発の 分 野 に つ い て も受託 を進め る予 定 で

ある 。

　  　教育普及事業

　 こ の 事業に おけ る売上 高は 、854万 円で あ り、

具体的に は 講 師の 派遣料、教材使用料及び カ リ キ

ュ ラ ム 作成等 が主な もの で ある 。

　 こ の 情報処理教育普及事業は 、高度情報化社会

に おけ る人材育成 とし て 地域の イ ン フ ラ として 重

要な事業で ある 。

　事業の 主体は、昭和63年 4月、労働省雇用促進

事業団か ら誘致建設 した 田辺地域 職業訓練 セ ン

タ
ーで 、地域 に お ける情報処理 教育を主体 とした

職業訓練事業 に つ い て 、セ ン タ
ー

の 運営主体で あ

る 「職業訓練法人 田辺 広域圏職業訓練協会」よ り、

カ リ キ ュ ラ ム 作成 ・
講師 の 派遣 ・

検定試験 の 運用

等に つ い て 全面的に 委託 を受け業務を 行 っ て い

る 。 講座は入 門
・言語 の 基本 コ

ー
ス の ほか 、 パ ソ

コ ン 会計 コ
ー

ス
・

ワ
ープ 卩 コ

ー
ス な ど の 実務 コ

ー

ス 、さ ら に 卩
一

タ ス 等 の 簡易言語の コ
ー

ス も開設

して い る 。
1 コ

ー
ス 6 時間 の 入 門 コ

ー
ス か ら、

100時間 まで の 各種 コ
ー

ス を設定 し、 1年間で 、

小学生か ら80歳代 まで の 延 べ 400名 の 受講生 に 対

L 講座を開設 し、また、資格認 定 の た め の 中央職

業能力開発協会主催 の 「OA 機器操作技能評価試

験 （パ ソ コ ン 検定）」 を実施 し て い る 。

　 各市町村の 社会教育 ・学校教育機関等か らの 依

頼 に よ り出張講座 な ども開設す るほ か 、大阪地域

か らの 各業 界向け セ ミ ナ ーの誘致等に つ い て も企

画 して い る 。 集合教育で は実施の 難 しい 情報処理

検定試験 の 受験 コ
ース 等 で は 自習教材を備え 、

ブ

リータ イ ム 制で の 教育を 可能 として い る 。

　また 、田辺 市で は 、 市内小 ・中学校 27校す べ て

に 約450台 の パ ソ コ ン が配備 され 、 CAI 教育が

開始 され て お り、
こ の 分野で の 教員養成

・
ソ フ ト

開発等の 支援 も行 っ て い る 。

皿　新規事 業へ の 対 応

　 こ の ほ か 高度情報化時 代の 進行に あわ せ て 、新

しい シ ス テ ム の 適切 な地 域 へ の 提 案 を行 うた め 現

在 主 な もの と して 以下 の 項 目に つ い て 提案 ・研究

　調査等を行 っ て い る 。

　  　 CATV 事業

　 「
“
燦

”
黒潮 ア ク テ ィ プ リ ゾ ー ト ゾーン 　 CA

TV ネ ッ ト ワ ーク 」 と ネ ー ミ ン グされた 、 こ の C

ATV 計 画は 、和 歌山県 が推進 し て い る 「
“

燦
”

黒 潮 リ ゾー ト計画」 の なか で 、田辺 白浜整備推進

地域 内で 双方 向 ・多チ ャ ン ネ ル の都 市型 CATV

ネ ッ ト ワ ーク を構築 し、 リ ゾー ト地域整備 の なか

に 、高度情報化時代に 対 応 した機能を提供す る と

と もに 、地域 の 高度情報 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ
ー

と して 定着させ よ うとす る も の で 、第 1次計画 で

は リ ゾ ー
ト 施設 の 集中す る地域 で の ネ ッ ト ワ

ー
ク

構築を ス タ
ー

ト させ 、地 域ニーズ に 応じて、第 2

　 3次計画 で順次サ
ービ ス 地域 を拡張し、地 域全

体へ の 広が りを進め て い く計画であ る 。

　現在テ レ ト ピ ア 基 本計 画 へ の 組 入れ の た め の 作

業及 び事業採算性 の 見通 し等に つ い て 検討を進め

て い る 。

　  　移動通信事業
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　地域振興の た め電波の 有効活用に つ い て 、近畿

電気通信管理 局 と、 昭和63年 9月か ら平成 2 年 5

月 まで 「田辺
・
御坊地 域を 中心 とす る地域振興の

た め の 電波利用研究会」を 開催 、 6月 に は 報告書

を作 成 した 。

　 こ の シ ス テ ム は 無線局免許の 関係上 直接当社事

業 とは な らなか っ た もの で あ るが、平成 3年 3月 、

白浜 町平草原に 中継基地局を置 く 「南紀マ リ
ー

ン

ホ ーン シ ス テ ム 」 と して 全国で 2番 目と して稼働

し、海上 レ ジ ャ
ー船舶を中心 と した情報 サ ービ ス

に 活 用 されて い る 。

　  　 ハ イ ビジ ョ ン シ ス テ ム 事業

　 ハ イ ビジ ョ ン シ ス テ ム の 導入 に 向け活用方法 ・

補助 制度 の 研究を行 っ て い る 。

　  コ ミニ テ ィ 放送事業

　平成 4年度か ら制度化 された 「コ ミ ニ テ ィ 放送」

に つ い て 地域で の 導入を 目指 して 研究を行 っ て い

る 。

　  田辺市地域情報推進計画 の策定

　 自治省の 推進 して い る 「地域情報推進計画」 に

つ い て 、当社が作業機関 とな っ て策定を進め る べ

く市の 担 当部署と の 協議を 進め て い る 。

N 　今後の課題

　  テ レ コ ム わ か や ま は 、設立 時地域か ら期待 さ

れ た 各事業 に つ い て 、全般的 に は 順調 に 事業化 を

推進 して お り、概ね 当初 の 収支計画 よ り早め の 単

年度黒字 とは な っ て い るが 、経 常的 に は まだ赤字

基調 で 各事業 で の 採算性 へ の さ ら に 厳 し い 取組 み

が必 要 で ある。

　現在第三 セ ク タ
ーと し て の   テ レ コ ム わ か や ま

に は 次 の 公的支援策 が とられ て い る。

　  出資金 国
・県 ・市町村 の 出資合計 9，600

　　万 円　資本金 の 52％

  人材派遣 設立時 田 辺 市

　　 　　　　　　　 　 白浜町

　　　　　　　　　 総社員数

　　　　　　　現在　　田 辺 市

名

名

名

名

2
　

1
　
ρ

U

　

2
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　　　　　 　　　　　 総社 員数　 7名

　 こ の 支援は、テ レ ト ピ ア 計 画推進 に つ い て 、行

政が民 間の 出資を お願 い する 際の 約束事で あ り、

当地域 に お け る テ レ ト ピ ア 計 画 の 基本 を なす も の

で あ り、継続 され なけ れ ば会社そ の も の の 存立 が

危ぶ まれ る状 況 で あるが、全 国 の 同様に 設立 され

た第三 セ ク タ
ー

で は ほ とん ど見 られ な い プ 卩 パ ー

技術社員を雇 用 ・育成 して い る  テ レ コ ム わか や

ま自身の 人材育成 が今後の 重 要な課題 とな っ て く

る で あろ う。

　以 上 述べ た よ うに 地 域 の 高度情報化時代 へ の 対

応 に つ い て 、  テ レ ゴ ム わ か や ま の 活動 が大き く

期待 されて い る と こ ろ で ある 。 また 、その 活動範

囲が 非常に ひ ろ い の が 特微で あ る 。
ビ デ オ テ ッ ク

ス 事 業 ・計 算 セ ン タ ー ・ソ フ ト ハ ウ ス ・コ ン ピ

ュ
ータ専門学 校 ・CATV ・移動通 信サ ービ ス

等、 これは 、当地域 の 経済力で は それぞれの事業

毎に 会社を設立 さ せ る こ とが 難 し い わ け で 効率的

な幅広 い 機能を期 待 して い るた め で ある。ま さ に 、

地域社 会の 高度情報 化は 、「テ レ ト ピ ア 法人　テ

レ コ ム わか や ま」 の 動 き次第 とい っ た とこ ろ で あ

る 。 高度情報化時代と い わ れ て 久 しくす で に 実践

に は い っ た と い わ れ る今 日、当地域 で も60歳以上

を対象 と した 高齢者 ワ
ープ ロ 教室が常に 満員とな

る 状況や 9 ， 000人 の 小中学 生 へ の コ ン ピ ュ

ー
タ教

育 も ス タ
ー トす る 時代 で あ る 「未 来型 コ ミ ュ

ニ

ケ
ーシ

ョ
ン モ デ ル 都市構想　 テ レ ト ピ ア 」 へ の 実

践 に むけて 、 い よ い よ 正 念場 で あ る。

V　 地方都市 に お け る地域情報化 へ の 提言

　次 に 、特 に 地方 の 中小都市 に お け る地域社会 の

情報化 に つ い て 私 の 個 人的見解を 述 べ させ て い た

だ く。

　● 「情報過疎地域 か ら こ そ高 度情報化の推進を」

　高度情報化社会 の 到来 が華 々 し く告げ られて 早

く も10年がす ぎよ う として い る。大都市 の 街角 に

は 、キ ャ プ テ ン
・多チ ャ ソ ネ ル CATV ・ハ イ ビ

ジ
ョ

ン な ど の デ ィ ス プ レ イ が そ こ こ こ に 展示 さ
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都市情報 シ ス テ ム 貢 献賞受賞記念 ・特別 発表
一

田 辺 市に お け る第三 セ ク タ ー
を活用 した 地 域高度情報化 の 推進

れ、子供が遊び 、若者が群が り、中年人 が覗 きこ

ん で い る 。 もは や特別 な もの で な く違和感もな く

街 に とけ こ んで い る 。 各種 の メ デ ィ ア が競い 合 い

こ れで もか こ れ で もか と情報を発信 して い る。 メ

デ ィ ア 間の 競合に よ りすで に淘汰され つ つ ある メ

デ ィ ア も出始め て い る状況 であ る 。
こ うい っ た シ

ス テ ム は 大都市 で あれぽ民間企業が先を争 っ て 設

置 して ぎた メ デ ィ ア で ある 。

　 しか し、 大都市を離れ、県庁所在地で もな く、

人 口 数万以 下 の 地方都市、町村で は ど うで あろ う

か 。
こ うい う地域 で の 高度情報化は どう進めれば

よい の か 。 ど こ か ら始 めれ ば よい の か 。地域情報

化計画を立 案 し、テ レ ト ピ ア 構想や ニ
ュ
ーメ デ ィ

ァ コ ミ ュ
ニ テ ィ 等 に 代 表 され る 国 の 施策 に の っ

て 、 大 々 的に 推進す る の が本来で あろ うし、将来

を 見通 した 立場 か ら の 計画 を立 案す ぺ きで あろ

う。 しか し、こ れに は 地域で の 高度情報化 リ テ ラ

シ イ の 啓蒙か ら、地 域 ニ ーズ の 把握 、計画策定を

経て 第三 セ ク タ ー
の 設 立 ・運営 へ の 道程は 、最低

で も数年はか か る と しなければ な らない
。

　当然 に地域 の 住民 ・企業を巻 き込み 、推進委 員

会等を設 立 して、
一

歩
一一歩進め る努力をするべ き

で あるが、最初の 段階 で ある情報化 リ テ ラ シ イ の

高ま りを生み 出すた め 、まず役場が その
一

石を投

じる必要があ る の で は な い か 。 例え ば、役場の ロ

ビ ー
に 10数万円の キ ャ プ テ ン 端末を 1 台お い て み

る 。 JR や ANA の 切符が予約で き、株価や 競馬

の オ ッ
ズ が リ ア ル に 見れ、宝 くじ情報や受験 シ

ー

ズ ソ に は 、大手進学塾に よ る偏差値入 力で の 志望

大学の 選定情報 、全国観光案内等の 情報が入 手で

ぎ、か つ 予約 ・発注 とい う行為が 簡単に 行え る 。

JR の 通 っ て い な い 地 域、通 っ て い て もみ ど りの

窓 口 の 無 い 地域、旅行代理 店の 無 い 地 域 、 大手 の

進学予備校 が無 い 地 域、証券会社 の 支店がな い 地

域、 こ の よ うな情報過疎 ともい え る地 域で あれば

こそ、 こ ん な簡単な もの か らで も、地 域の 高度情

報化 入 口 として 始め て み て は ど うだ ろ うか 。 現在

情報格差の あ る地域 ほ ど、まず役場 の ・ ピーが情

報 の 拠点 と して 機能す る こ とが で きる可能性があ

る の で ある 。 「情報過疎地域 か らこ そ高度情報化

の 推進を 」
・・…

逆 転 の 発想で ある 。

　 ち なみ に 10数万 円 とい えば、 どこ に で もある血

圧計の 半値 ぐら い で あ る 。

　 もち ろ ん 、 こ れが始ま りで あ っ て 、終わ りで あ

っ て は な らな い の は い うまで もな い こ とで ある 。

　 高度情報化 とい う文 字が 単に 言葉として とらま

え られ る の で は な く、 実体験 として
、

1 つ の シ ス

テ ム が住民 に 認識 され て い くこ とに よ り、 高度情

報化社会 へ の 取組み を よ り強 く推進す る こ と へ の

イ ン パ ク ト と し て の 役 目が期待 で きる の で は ない

だ ろ う か
。

　 ● 「市町村は地域情報 化の名調理人 た るべ し」

　 昭和 58年頃 、 三 鷹市で の INS 実験が 始ま っ た

頃、当地 域 で もい ろ い ろ な セ ミ ナ
ー

が開催 され、

清報化 の な ん た る もの か を勉強 し始め た 。 今か ら

振 り返 る と何 を タ ーゲ
ッ トに す る か 全 く見え な か

っ た とい うの が 本当 の 姿で あ っ た と い える。

　 地域 の 情報化 とい うの は 、 い ろ い ろな分野に お

い て 広 く取 り組 ま な け れ ば な らない もの で あ っ

て 、ある 1 つ の もの の み に 取 り組め ば良い とい う

もの で は な い こ と は 今で こ そ当然で あるが、当時

は なか なか理 解され て い なか っ た の で あ る 。

　 国の 各 省庁か ら相 次い で 発表 され た地 域情報化

施策は 、

　郵政省一テ レ ト ピ ア 構想、テ レ ポ ー
ト構想、テ

　 レ コ ム タ ウ ン構想 、 電気通信格差是正 事業 ・通

　産 省一 ニ
ュ

ー
メ デ ィ ア コ ミ ュ

ニテ ィ 構想 ・農水

　省一 グ リー
ン ト ピ ア構 想、農業農村情報 シ ス テ

　 ム ・
建設 省

一
イ ン テ リ ジ ェ ソ ト構想

等 が打ち 出 され て い た 。 しか し こ れ らの 施策 は 、

1 つ も し くは 2 つ の シ ス テ ム を モ デ ル 事業 と し て

取 り上 げる もの で 、 タ テ 割 りで 、総合性に 欠ける

と こ ろ が ある 。 さ ら に 、 1 つ の 地域で 各省庁の 計

画 を複数指定受け る と こ ろが多 くで き、それぞれ

の 計画 毎に 第三 セ ク タ ーが設 立 され、事業化が推

進 され て い る 。 大都市 な らば ともか く地方の 小都
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市に お い て は 、単一
事業 の す ぎ間産業で は事業採

算の 維持は非常に 難 しい の が現実で ある 。 各地 に

設立 され数年を経過 して い る第三 セ ク タ
ー

の ほ と

ん どが厳 しい経営状態で ある 。 自治省で は 、総合

的 な地域情報化を進め るた め に 、地域情報化計画

の 策定を求め て い るが 、策定済の 市町村は まだ少

な く、内容的に もまだ まだ 具体性 に 欠けて い る の

が実態で ある と い われ て い る 。

　地域の 情報化は い ろ い ろな施策を うま く組み 合

わせ 、地域 に 適合 した シ ス テ ム づ く りを行 うの は 、

市町村で ある。

　 ● 「地域 の 情報化　 こ ん な もの か と 言 われ ない

　 　 ため に」

　地方 自治体 の 高度情報化社会 へ の 対応 と し て 、

ニ
ュ

ー
メ デ ィ ア を 活用 して シ ス テ ム を 構築す る

ケ
ー

ス が多 くな っ て きて い る 。
ニ ュー

メ デ ィ ア の

活用 が一般的に 企業 ベ ー
ス で 展開 され て い る こ と

が多 い 中 で 地域住 民 と直接情報の キ ャ ッ チ ボ ール

が必 要な地 方自治 体 と し て は 、地 域 情報化 の 重要

な施 策の 中心 と して 今後全 国 で 急速 に 進む こ とで

あろ う。

　 シ ス テ ム の 提案の 場合、特 に 注意 し な ければ な

らな い の は 、 シ ス テ ム が 単な る情報 の お 知 らせ 等

の 機能だけで あ っ て は な らな い
。 片方向機能 で は

ダ メ で 双方向機能が必 要で あ る
。 市役所や 出張所

・公民館等で ビ デ オ テ ッ ク ス 端末 や パ ソ ゴ ン 等を

設置 し て 、お 知 らせ 等が 見 られ る シ ス テ ム が よ く

み られ るが 、全 国的 に み て そ の 検索率は 残念なが

ら低 い の が ほ とん ど で あ る 。
い ろ い ろ な メ デ a ア

の 発達の 中で 単 な る お 知 ら せ で は 住 民は 納得 しな

くな っ て きて い る と い え る 。

　 「端末操作の 結果何が 得られ る の か が 求 め られ

て い る」　 情報化社会 とは 言 い な が ら 、 情報 が得

られ る だけ で は 、 満足 で きな い の で ある 。

　施設 の 案内 ・空室が 見 られ る シ ス テ ム で あ っ て

も、そ の 後は 施設等 へ 直接行 っ て 申込み 手続 ぎを

行わなけれぽ ならな い よ うな シ ス テ ム で は 、住民

に 歓迎 され る シ ス テ ム とは 言え ない 。 体育施設の

空 ぎを確認、予約 、さら に 使 用料の 口 座振替 に よ

る納 入、許可証 の 交付 ま で が
一

連 に 行わ れる よ う

な シ ス テ ム が 必要 で あ る。

　 シ ス テ ム を仕掛け る側は 、 と りあえず こ れで ス

タ ー ト、次は こ こ まで との 物差 しを も っ て ス タ
ー

トさせ る わ けで あるが 、住民側は充分な 物差 しを

もた な い ま ま で シ ス テ ム を 受け取 っ て し ま うた

め 、最初 は 物珍 し さ も手伝 っ て 端末機を 操作 し よ

く見られ るが 、す ぐに あ ぎられて 、一度 見た 人は

t 度 と見な い とい うこ とに な っ て しま う ケ
ー

ス が

多い 。 さらに こ わ い の は 、住 民 に 「ニ ュー
メ デ ィ

ア の 活用 とは こ ん な もの か 」 と い っ た感覚を植え

つ けか ね な い の で 批判が起 こ り、次 の シ ス テ ム 提

案 もス ム ー
ス に 進 ま な い と い っ た 状況がお こ っ て

しま うわけ で 、 こ の 点充分 な 注意が必 要で ある 。

　最近 「メ デ ィ ア ・ミ
ッ

ク ス 」 とい う響 き良 い 言

葉で い ろ い ろ な シ ス テ ム が提案 され て い る が、静

止 画 が単 に 自然画 に ・動画 に 変 わ っ た だ け と い

う、片 方向 の お 知 らせ で お 茶 を に ご し て い る 程度

の シ ス テ ム が 多 くみ ら れ て い る 。 注意 し なければ

な ら な い 。

　ま た 、運用時間ぱ 早朝か ら深夜 ま で 、年中無休

とい うの が 時代要 求で あ り、便利 さを強調 して い

る
。

　既 に 日本 の 社会で は 、
こ うい っ た サ ービ ス が 家

庭で 簡単に 受け られ る時代で あ り、 地 方自治体も

こ の 社会 の レ ン ジ に 充分合わ せ た 行政 サ
ービ ス を

考え なけ れ ば な らな い 時代で ある とい え る の で は

な い だ ろ うか 。

　す な わ ち、「長時間型 ・完結型 の サ
ービ ス の 提

供」・「24時間市役所は 情報 サ ービ ス か ら」 住民票

・印鑑証明 の 自動交付機 の 導 入等は そ の
一

環で あ

るが 、
こ れ が ニ

ュ
ーメ デ ィ ア の 活用に よ り可能 と

な り、 こ の よ うな シ ス テ ム の 積み 重ねが 高度情報

化社会へ の ス テ
ッ

プ となる と い うこ と で は な い だ

ろ うか 。

　 ● 「地域 の 高度情報化 の推進 は情報弱者 に配慮

　　 を」
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都市情報 シ ス テ ム 貢献賞受賞記念 ・特別発表 一一田 辺 市 に お け る 第三 セ ク タ
ー

を活用 した 地域高度情報化の 推進

　 地域社会 の 情報化を推進 して い くな か で と もす

れば、テ ク ノ ロ ジ
ーが優先 され る あま り、情報弱

者 の 方 々 へ の 配慮を 忘れが ちでは な い だ ろ うか 。

　 現在社会で情報化と両輪の如 くさけばれ て い る

高齢化社会 の 進展を あわせ て考 える と シ ス テ ム の

普及 の 上 か ら も、情報弱者 の方 々 へ の 配慮が絶 対

的な 条件で あ る 。

　 デ ィ ス プ レ イ で は 文字の 大 ぎさ は 適当か 、間隔

は 、配列は 、今の パ ソ コ ン の画面は まさに 事務処

理 の た め に つ くられた もの で あ り、あ る程度訓練

を受 けた レ ベ ル の 使用者 の た め の もの で あ っ て い

くら普及 し て い る か らとい っ て 誰で もが 見やす い

と い うもの で は ない 。 コ ス ト ダ ウ ン を図るた め に

急速 に 普及 して い る液 晶デ ィ ス プ レ イ で は 見れ る

角度 の 許容が少 ない た め 、例えば身長 の 差に よ っ

て は 著 し く見え に くい 状況に な っ て い な い だ ろ う

か 。

　 パ ソ コ ソ 通信 とよ く比較され るキ ャ プ テ ン シ ス

テ ム で は、画面 は 漢字 の 場合 1画 面に 120文字 し

か 表現で きず、情報量が少 な い と い わ れ て きたが、

多 くの 市で 稼働を 始め た 社会施設利用予約 シ ス テ

ム 等で は 、文字が大ぎく、 カ ラ ー表示が可能 ・図

表 も見え る 等、欠点 とされた と こ ろが 使用 目的 に

よ っ て は 、評価され好評を得て い る事例 もあ る 。

　 また 、キ ーボ ー ドに つ い て は デ ィ
ス プ レ イ と同

様 な こ とが い え る ほ か 、特 に フ ル キ ーボ ー ドで シ

フ トキ ーの組 み 合わ せ に よ る入 力は 一
般的で は な

い 。ふ れた こ との な い 住民が 操作す るわ け で
、 A

TM 機器 の よ うに キ ーボ ー ド レ ス 化 もし くは せ め

て テ ン キ ー程 度 に とど め る等の 工 夫が普遍化 の た

め に は必 要で ある 。

　近年 パ ソ ゴ ン が 言葉 どお り確か に 個人 レ ベ ル へ

普及 し始め て い るが
、 初め て パ ソ コ ン を 買 っ た 方

が 、

パ ソ コ ソ 通信を 始め るた め に パ ソ コ ン の 機能

を理 解 し、MS − DOS で の フ
ァ イ ル 管理 を理 解

し 、 通信 ソ フ トの イ ン ス ト
ール 、 モ デ ム の 接続、

電話同線の 種別に よ る条件設定等 の 作業 を間違 い

な く行 うに は 、

一
部の マ ニ ア を除い て 、付属の マ

ニ
ュ ア ル だ けで 行 うこ と は 、か な り難 しい の で は

な い だ ろ うか 。私共 の 地域 で も地域 の 住民向けに

パ ソ コ ン 教室や ワ
ープ 卩 教室を常時開催して い る

が、
一

連 の 知識 を習得す る に は 、 最低20− 30時間

は か か る の で は な い か と考 えて い る 。

　当地域で は 、長寿大学 に ワ
ープ ロ 学科を設け、

高齢者を対象 に した 教室を開校 して い るが、
一
般

に 使用 して い る テ キ ス トを 倍 の 大 きさ に拡大 し て

使用するな どの 工 夫を して い るが、非常に 好評 で

現在 は 1 回 20時間 の 入 門 コ
ー

ス で ある が、上 級

コ
ース や 、 ワ

ープ ロ 通信 の コ
ー

ス 設置の要望が寄

せ られ てお り、準備を進め て い る 。

　地域 の 情報化 で は 、 情報化 リ テ ラ シ イ の 向上 や、

利用技術に つ い て の 普 及 ・啓蒙を充分行わ なけれ

ぽ一部 の 特定の 層へ の 情報サ ービ ス に 終わ っ て し

ま う危険性がある 。

　市町村が推進す る地域の 情報化の メ ニ ュー
は当

然に そ の 対象が 地域住民 個 々 で ある場合が 多 く、

そ の シ ス テ ム は 事務処理 の た め で な く、 ある程度

普遍 的に だれ で もが使 え る もの で なければな らな

い し、冒頭 に 述べ た よ うに
、 情報化 と高齢化 の 2

つ の 大きな 流れが 同時進 行 して い る こ とを忘れて

は な らな い
。

　● 「第三 セ ク タ
ー

は 「す きま産業 」 で成 り立 つ

　　 の か 」

　地 域情報化推進 の た め に 官民協 同出資の第三 セ

ク タ
ーが 多 く設立 され て い る 。

　 こ の 株式会社方式 の 第三 セ ク タ ーは 従来の 財団

方式等に 比 べ て よ り強 く採算性を 求め られ設立 さ

れ る こ とが 多 くな っ て ぎて い る。 こ れ は第三 セ ク

タ ーの 民間企 業性 の もつ 長所 を活か す な ら当然 の

こ と とい える 。

　 しか し、民間事業 とし て 成 り立 つ か ど うか 難 し

い 事 業を主体 に した 、「す き ま産業」 と して 、 第

三 セ ク タ ー
を設立 し採算性 を維持す る の は 始め か

ら非常 に 厳 し い 条件を 背 負 っ て い るわ け で あ る 。

　も っ とも、 こ うい っ た 状 況 であ る か ら こ そ 、 公

的資本を投 入 して 、事業 を ス タ
ー

ト させ るわ け で
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あ るが、補助 金の よ うに 継続的 な助成で は な く、

一
時的な出資 とい う形態 で は 、事業継続 とし て の

難 し さがある 。 ま して 、大都市 な ら ともか く、地

方の 小都市等で は 、「す きま産業」 だけで は 事業

採算の 維持は 不 可能に 近 く採算性 の 高い 事業 もそ

の 対 象と して 組み 込 む こ とが絶対的必 要条件 で は

ない だ ろ うか 。

　 こ の 場合、他の 民間企 業 と の 競合発生が予測 さ

れ る。特に 出資企 業 との 競合発生が問題 で あ り、

こ の 点を 出資者 に 充分理 解を 得て お く必 要が あ

る 。

　 さら に 、第三 セ ク タ ーの 社長 が市長等で ある と、

議会等で 民需圧迫 等の 声が 出て くる 可能性 も高 く

な る こ と に も留意 しなければならな い 。

　 「民需圧 迫 の 声が第三 セ ク タ ー熟成の バ ロ メ ー

タ で ある の か 」

　 もち ろ ん 、 採算性 の 高 い 事業 とい っ て も簡単に

事業を進め られ るわけで は な く、 厳 しい 競争の 中 、

企業性を高め る 努力が 絶対条 件で ある こ とは い う

まで もな い こ とで ある し、社会情勢の 変化に 柔軟

に 対応 し た事業展開を行 うた め に 、定款 に は 事業

の 選択範囲を広 く取 っ て お く必要が あ る こ と と、

当初 の 計画等 に あ ま り拘束 され る こ とな く対応 し

て い く必要が ある。

　以上、田辺市 に お い て 地域情報 に 取 り組 み 10年、

第三 セ ク タ
ー 「株式会社 テ レ コ ム わか や ま」 の 運

営開始か ら 7年を経過 し、そ の 現状 と課題等に つ

い て ま とめ て みた もの で あ るが 、 私 も委 員として

参加 して い る郵政省の 「地域情報化に 関す る調査

委員会」 で の 「テ レ ト ピ ア 構想」 の 見直 しの 過程

で 、今後、地 方 の 中小都市に おけ る情報化が課題

で ある との 見解が示 され て い る と こ ろ で あるが 、

こ の 報告が何か の お 役に 立て れば 、 また 「都市情

報学会」 会員の 皆様方か らご 意見を賜る こ とが で

きれぽ幸い で ある 。
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